
 

  



 

～講評～ 

大問１ 小問集合。（１）不定方程式の基本問題。（２）二項定理の基本問題。（３）定積分で表された関数の標準問

題。（４）指数計算の低難度問題。（５）図形と方程式の標準問題。（６）三角関数の標準問題。（７）数列の和

のやや高難度問題。 

   （１）（２）（３）（４）（６）は完答したい。（５）は計算が面倒なだけの問題。（７）は𝑎2𝑘−1 + 𝑎2𝑘を求めれば

楽で、解いたことのある受験生も多かったであろう。 

大問２ ３パターンから成る確率漸化式の問題だが、丁寧な誘導がついているのでそれほど難しくはない。 

大問３ 空間図形と漸化式の問題。球体と立方体が次々に内接していく問題だが、普段からきちんと空間図形をイ

メージする習慣がついているかどうかで差がついただろう。 

 

 全体的に例年や１日目と比べてやや易化している。そのためボーダーとしては 75％程度を確保したい。 

 


